
法学部 法学科 法曹コース カリキュラムツリー（早期卒業モデル）

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

３
年
次

２
年
次

１
年
次

憲法Ⅰ
（基本的人権）家族法Ⅰ

民法総則
刑法総論 法学入門

憲法Ⅱ
（統治機構）

行政過程論Ⅰ ･Ⅱ

物権法
債権総論

商法総則
会社法

刑法各論Ⅰ･Ⅱ

雇用関係法

国際法Ⅰ

法社会学Ⅰ ･Ⅱ

民事訴訟法Ⅰ･Ⅱ

労使関係法

社会保障法Ⅰ ･Ⅱ

経済法Ⅰ ･Ⅱ

刑事訴訟法Ⅰ･Ⅱ

国際取引法

国際私法

刑事法科目 民事法科目 国際法科目 公法科目

教
養
教
育
科
目

卒業論文

刑事政策

社会法科目 基礎法科目

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

契約法
債権担保法

演習科目

ディプロマポリシー：法学部ディプロマ・ポリシーを参照ください

カリキュラムポリシー：法学部カリキュラム・ポリシーを参照ください

・幅広い視野と批
判的思考力と総合
的判断力を持って
いる。
・人間と社会と自
然に関して深く理
解している。

・法学・政策学の基本
的理論・概念について
説明することができる。
・国際的・地域的見地
から、紛争の予防に必
要な法学・政策学の研
究手法を使用すること
ができる。
・法的・政策的な考え
方の役割と限界を認識
している。

国際社会・地域
社会に生起する
問題を法的・政
策的な考え方を
用いて見出し、
交渉などを通し
た具体的解決方
法を提示するこ
とができる。

紛争を法的・政
策的に予防し、
解決できる能力
を備えている。

国際化に対応し
う るコミ ュニ
ケーション能力
や外国語の運用
能力がある。

情報技術を使用
して、情報の収
集・分析や発信
を行うことがで
きる。

・法学・政策学の
手法を用いた問題
解決方法を一般的
に理解しやすく企
画、立案、形成す
ることができる能
力を備えている。

行政救済法Ⅰ ･Ⅱ法哲学

国際法Ⅱ 租税法西洋法制史Ⅰ ･Ⅱ

商取引法

民事法特論（商法）
民事法特論（民法）

民事法特論
（民事訴訟法）

公法特論Ⅰ ･Ⅱ

法学特修演習Ⅰ

法学特修演習Ⅱ不法行為法
家族法Ⅱ

刑事法特論Ⅰ･Ⅱ



法学部 法学科 法学・公共政策学コース カリキュラムツリー

豊かな教養 確かな専門性 創造的な知性 社会的な実践力 情報通信技術の活用力 汎用的な知力グローバルな視野

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次

憲法Ⅰ
（基本的人権）家族法Ⅰ

民法総則
刑法総論 法学入門

憲法Ⅱ
（統治機構）
行政過程論

Ⅰ ･Ⅱ物権法
債権総論

商法総則

会社法

刑法各論
Ⅰ･Ⅱ

雇用関係法国際法Ⅰ

政治過程論 政治理論
経済学入門Ⅰ ･Ⅱ

法社会学
Ⅰ ･Ⅱ

民事訴訟法
Ⅰ･Ⅱ

労使関係法

社会保障法
Ⅰ ･Ⅱ

経済法Ⅰ ･Ⅱ 行政学Ⅰ ･Ⅱ

環境経済論
刑事訴訟法

Ⅰ･Ⅱ

倒産法

法と経済学

法学部生のキャリアデザ
イン

国際取引法

国際私法

刑事法科目 民事法科目 国際法科目 公法科目 政治学・経済学科目等

教
養
教
育
科
目

卒業論文

国際政治学
刑事政策

国際経済論

社会法科目 基礎法科目

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

演習Ⅰ

演習Ⅱ

契約法
債権担保法

演習科目

ディプロマポリシー：法学部ディプロマ・ポリシーを参照ください

カリキュラムポリシー：法学部カリキュラム・ポリシーを参照ください

・幅広い視野と批
判的思考力と総合
的判断力を持って
いる。
・人間と社会と自
然に関して深く理
解している。

・法学・政策学の基本
的理論・概念について
説明することができる。
・法学・政策学の研究

手法を使用することが
できる。
・法学・政策的な考え
方の役割と限界を認識
している。

現実の社会に生
起する問題を法
的・政策的な考
え方を用いて見
出し、解決方法
を提示すること
ができる。

紛争を法的・政
策的に予防し、
解決できる能力
を備えている。

国際化に対応し
う るコミ ュニ
ケーション能力
や外国語の運用
能力がある。

情報技術を使用
して、情報の収
集・分析や発信
を行うことがで
きる。

・法学・政策学の手法を
用いた問題解決方法を一
般的に理解しやすく企画、
立案、形成することがで
きる能力を備えている。
・法学・政策的な考え方
の社会的意味と限界を認
識した上で、法的素養に
裏付けされた政策の企画、
立案、形成ができる。

行政救済法
Ⅰ ･Ⅱ 日本政治外

交史Ⅰ ･Ⅱ

法哲学

国際法Ⅱ 租税法西洋法制史
Ⅰ ･Ⅱ

商取引法


	法曹コース
	法学・公共政策学コース

